
ち
ょ
っ
と

照
れる
ね

　
柔
ら
か
い
日

差し
が差
した
３日
（水
）、
米田
保育
所でひ

な祭り
会

が
開
か
れ
ま

し
た。
ひな
壇の
前で
お内
裏さ
まと
お雛
さまに

なりき

っ
た
、
米

田
一輝
くん
と、
米田
結菜
ちゃ
ん（
とも
に米田

）は、

少
し
恥

ず
かし
そう
に顔
を見
合わ
せて
いま
した
。

（関
連記
事は
１０ペ

ージ）ゆい
 な
 

い
つ
 
き
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二
月
二
十
二
日（
火
）、
村
長
選

挙
の
立
候
補
の
届
出
の
受
け
付
け

が
行
わ
れ
、
前
村
長
の
中
川
正
勝

氏
（
五

一

）
と
、
新
人
の
元
村
職
員
小

田
祐
士
氏
が
届
け
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
村
長
の
辞
職
に

伴
う
も
の
で
、
平
成
五
年
十
月
以

来
、
十
二
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　

告
示
日
と
な
る
同
日
か
ら
、
村

内
で
は
両
陣
営
の
激
し
い
選
挙
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

投
票
日
と
な
っ
た
二
十
七
日
は
、

村
内
九
カ
所
の
投
票
所
に
、
村
の

リ
ー
ダ
ー
を
選
ぼ
う
と
多
く
の
有

権
者
が
足
を
運
び
、
大
事
な
一
票

を
投
票
箱
に
慎
重
に
投
じ
ま
し
た
。

　村長辞職に伴う野田村長選挙が２

月２７日（日）に行われました。同日午

後７時に村体育館で即日開票した結

果、新人の小田祐士氏（４９）＝無所

属＝が初当選を果たしました。

　

開
票
は
午
後
七
時
か
ら
村
体
育

館
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
参
観
人
が

見
守
り
ま
し
た
。
開
票
作
業
が
終

わ
っ
た
午
後
七
時
四
十
五
分
、
中

野
久
選
挙
長
が
開
票
の
結
果
を
発

表
（
左
表
）
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
村
の
有
権
者
数
は
、
四

千
百
六
十
二
人
（
男
二
千
二
十
一

人
、
女
二
千
百
四
十
一
人
）
で
、

投
票
総
数
は
三
千
四
百
八
十
人
、

投
票
率
は
八
十
三
・
六
一
％
と
十

二
年
前
の
同
選
挙
の
投
票
率
を

二
・
二
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
村

民
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

ま
し
た
。

　

各
投
票
所
ご
と
の
結
果
な
ど
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１２年ぶりの野田村長選挙 
　村民の融和を訴え小田氏初当選 
１２年ぶりの野田村長選挙 
　村民の融和を訴え小田氏初当選 

投　票　率（％）投票者数（人）選挙当日の有権者数（人）
区    分

計女男計女男計女男

８９．７６９５．２４８４．００１８４１００８４２０５１０５１００第１投票所（横合地区）

８７．６７９４．２４８１．７０２５６１３１１２５２９２１３９１５３第２投票所（米田地区）

８３．４９９２．５４７３．８２６９３３９７２９６８３０４２９４０１第３投票所（泉沢地区）

８３．９７８９．７８７７．７９１，１７９６５０５２９１，４０４７２４６８０第４投票所（城内地区）

８０．０４８９．２１７０．１６４２９２４８１８１５３６２７８２５８第５投票所（新山地区）

８９．００８８．０５９０．０７２６７１４０１２７３００１５９１４１第６投票所（玉川地区）

７６．７０８０．５８７２．１６２９３１６６１２７３８２２０６１７６第７投票所（明内地区）

８５．４８９３．６５７７．０５１０６５９４７１２４６３６１第８投票所（下安家地区）

８２．０２９４．７４７２．５５７３３６３７８９３８５１第９投票所（根井地区）

８３．６１９０．００７６．８４３，４８０１，９２７１，５５３４，１６２２，１４１２，０２１計

　　　　　　　　　　　投票所別の投票数　　　　　　　　　　　

２，２２２票○当 　 小 　 田 　ゆうじ（４９）無新
お だ

１，２３１票　　 中 　 川 　正
なか がわ

   　勝
まさ

   （５１）無前
かつ

３，４５３票得 票 総 数

２７票無 効 投 票 数

３，４８０票投 票 総 数

４，１６２人当 日 有 権 者 数

　　　野田村長選挙の開票結果　　　
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こ
の
た
び
、
二
月
二
十
七
日
の
村
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
の
皆
様
方

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、

当
選
の
栄
に
浴
し
村
長
の
職
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
民
の
代
表
と
し
て
、
村
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
責
任
の
重
さ

村
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営
を 

村
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営
を 

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

期
待
に
添
え
ま
す
よ
う
、
誠
心
誠
意
こ

の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
私
は
昭
和
五
十
四
年
に

野
田
村
役
場
に
奉
職
し
て
以
来
、
村
の

行
政
事
務
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、
村

民
皆
様
と
も
広
く
交
流
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
村
の
舵
取
り
役
と
し

て
二
十
六
年
間
の
行
政
経
験
を
存
分
に

生
か
し
、
今
日
ま
で
の
先
人
の
皆
様
方

が
築
か
れ
た
村
の
歴
史
と
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
行
政
運

営
に
渾
身
の
努
力
で
ま
い
進
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
あ
い
、

村
民
が
力
を
合
わ
せ
て
こ
そ
次
代
に
誇

り
得
る
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
百
年
の
大
計
の
一
里
塚

と
し
て
自
治
体
再
編
の
動
き
が
急
を
告

げ
て
い
る
中
、
本
村
は
当
面
の
間
、
単

独
で
の
村
政
を
目
指
し
市
町
村
合
併
の

特
例
な
ど
に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る

合
併
新
法
に
お
け
る
運
用
方
法
を
見
極

め
、
住
民
と
の
対
話
の
中
か
ら
そ
の
方

向
を
見
出
し
、
行
財
政
改
革
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
日
の
よ
う
に
、
厳
し
い
財
政
環
境

に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
行
政
に
は
常
に

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
総
合

的
・
計
画
的
に
施
策
を
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、

「
で
き
る
こ
と
」、「
で
き
な
い
こ
と
」

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
政
治
信
条
で

あ
る
「
村
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運

営
」
の
も
と
に
、
村
職
員
と
と
も
に
主

要
課
題
の
実
現
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す

初当選を果たした小田祐士氏初当選を果たした小田祐士氏

　　　　　　　　小田祐士氏の略歴　　　　　　　　

九州産業大卒。村柔道協会理事。昭和５４年村役場職

員採用、住民課、総務課など歴任し、農林商工課主

任主査で退職。野田村大字野田２０－４５－１。４９歳。
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二
月
二
十
六
日
（
土
）
、
村
総
合
セ

ン
タ
ー
で
「
夢
に
向
か
っ
て
―
私
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
人
生
」
と
題
し
て
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

中
田
久
美
さ
ん
が
一
時
間
半
に
わ
た
り

講
演
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
小
・
中
学
生
を
は
じ
め

約
二
百
五
十
人
が
訪
れ
、
中
田
さ
ん
が

壇
上
に
姿
を
見
せ
る
と
大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
中
田
さ
ん
は
、
「
そ

の
歓
声
は
『
で
か
い
な
』
と
い
う
こ

と
？
」
と
、
会
場
の
笑
い
を
誘
い
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
講
演
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

中
田
さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
は
な
く
水
泳
を
し
て
い
て
、

そ
こ
で
挫
折
を
味
わ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
転
向
し
た
」
、
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

練
習
が
嫌
に
な
っ
て
数
日
間
好
き
な
こ

と
だ
け
や
っ
て
い
た
ら
体
重
が
五
�
増

え
た
」
な
ど
、
自
身
の
過
去
の

体
験
談
を
赤
裸
々
に
告
白
し
ま

し
た
。

　

「
全
日
本
の
練
習
は
一
日
十

時
間
、
一
年
に
休
み
が
十
日
あ

る
か
な
い
か
。
そ
の
ハ
ー
ド
な

練
習
を
克
服
し
、
世
界
の
強
豪

た
ち
と
渡
り
合
う
た
め
に
も
常

に
自
分
が
一
番
と
思
っ
て
臨
ん

で
い
た
。
一
流
に
触
れ
な
け
れ

ば
一
流
に
は
な
れ
な
い
。
他
の

国
の
代
表
選
手
も
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
、
も
し
く
は
そ
れ
以

上
に
練
習
を
し
て
き
て
い
る
の

だ
か
ら
、
そ
れ
に
負
け
な
い
た

め
に
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自

分
と
の
戦
い
で
も
あ
る
」
と
、

世
界
を
見
て
き
た
中
田
さ
ん
な

ら
で
は
の
言
葉
に
、
聴
衆
も
深

く
頷
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

じ
ん
帯
を
断
絶
す
る
大
怪
我

を
し
た
と
き
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ

を
す
る
他
の
患
者
さ
ん
を
見
て
「
私
も

必
死
で
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
勇
気
を
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
今
の
自
分
は
な
い
、
と
諦
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
何
を
食
べ
て
身
長

が
伸
び
た
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に

苦
笑
い
し
な
が
ら
も
「
川
合
俊
一
さ
ん

（
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
代
表
）
は
、
牛
乳
を
飲
ん
だ
そ
う
で

一流に触れなければ一流にはなれない 一流に触れなければ一流にはなれない 一流に触れなければ一流にはなれない 
す
が
私
は
遺
伝
で
す
」
と
答
え
、
「
肌

が
と
て
も
き
れ
い
で
す
が
、
特
別
な
こ

と
は
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
の
質
問

に
は
「
何
も
し
て
ま
せ
ん
」
と
、
会
場

に
い
た
女
性
を
驚
か
せ
、
た
め
息
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
田
さ
ん
は
講
演
終
了
後
、
野
田
中

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
部
員
十
四
人
）
を

激
励
し
、
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

部
長
の
山
口
侑
子
さ
ん
（
二
年
）
は
、

「
講
演
で
は
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の

や
練
習
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。
�
が

ん
ば
っ
て
�
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
や

る
気
が
出
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
頑
張

り
た
い
」
と
貴
重
な
講
演
に
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

スタイル抜群 ! どこからともなくため息が…スタイル抜群 ! どこからともなくため息が…

中田久美さんを間近にしてドキドキの撮影中田久美さんを間近にしてドキドキの撮影
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平
成
十
六
年
度
村
生
涯
学
習
大
会
が
、

二
月
二
十
六
日
（
土
）
、
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
教
育
振
興
会
や
読
書

感
想
文
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
や

実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
海
外
教
育
文
化
派
遣
研
修
」
や

「
集
ま
れ
！
野
田
っ
子
」
、
「
い
き
い

き
ラ
イ
フ
」
な
ど
の
実
践
発
表
で
は
、

約
二
百
五
十
人
の
聴
衆
を
前
に
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
の
七
人
が
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

�
表
彰
�
（
敬
称
略
）

※
丸
付
き
数
字
は
学
年

◇
村
読
書
感
想
文
等
コ
ン
ク
ー
ル

●
読
書
感
想
文《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

（
最
優
秀
賞
）
道
上
和
馬
�
（
優
秀
賞
）

菊
地
快
�
／
沢
里
扇
�
《
小
学
校
中
学

年
の
部
》（
最
優
秀
賞
）小
野
寺
弘
展
�

（
優
秀
賞
）
�
廣
祥
太
�
／
岩
山
恭
平

�
《
小
学
校
高
学
年
の
部
》
澤
口
慎
一

�
（
優
秀
賞
）
藤
本
達
夫
�
／
前
川
小

百
合
�
《
中
学
生
の
部
》
堀
合
洸
大
朗

�
（
優
秀
賞
）
深
渡
糸
見
�
／
中
村
一

磨
�
《
高
校
生
の
部
》（
最
優
秀
賞
）
大

久
保
歩
美
�
（
優
秀
賞
）
面
代
直
�
／

田
中
悦
子
�
《
一
般
の
部
》（
優
秀
賞
）

一
戸
美
加
子
／
畑
村
奈
津
子

●
読
書
体
験
記
《
中
学
生
の
部
》
（
最

優
秀
賞
）
高
田
千
尋
�
（
優
秀
賞
）
大

泉
純
輝
�

●
読
書
感
想
画《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

（
最
優
秀
賞
）
広
内
美
緒
�
（
優
秀
賞
）

�
田
は
る
な
�
／
長
内
友
毅
�
《
小
学

校
中
学
年
の
部
》（
最
優
秀
賞
）
小
野
優

介
�
（
優
秀
賞
）
中
野
海
月
�
／
佐
藤

美
紀
�
《
小
学
校
高
学
年
の
部
》
（
最

優
秀
賞
）
小
野
寺
眞
依
子
�
（
優
秀

賞
）
米
田
直
人
�
／
米
田
ひ
か
り
�

《
中
学
生
の
部
》
（
最
優
秀
賞
）
晴
山

な
な
え
�
（
優
秀
賞
）
鈴
木
登
紀
�
／

佐
藤
愛
美
�

◇
村
教
育
振
興
会

【
学
芸
表
彰
】
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
、
研
究
や
観

受賞者は緊張の面持ち受賞者は緊張の面持ち

元気のいい発表に会場からは盛大な拍手が元気のいい発表に会場からは盛大な拍手が

察
を
継
続
す
る
な
ど
他
の
規
範
と
な
る

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。

●
野
田
小
学
校《
団
体
》サ
ク
ソ
フ
ォ
ー

ン
五
重
奏
団
／
野
田
小
学
校
合
奏
団
／

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
八
重
奏
団
《
個
人
》
�

田
は
る
な
�
（
第
五
十
回
青
少
年
読
書

感
想
文
岩
手
県
コ
ン
ク
ー
ル
毎
日
新
聞

社
盛
岡
支
局
長
賞
）
／
藤
本
真
理
子
�

（
平
成
十
六
年
度
県
内
及
び
管
内
小
中

学
校
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
久
慈
地

方
振
興
局
長
賞
）

●
野
田
中
学
校
《
団
体
》
野
田
中
学
校

吹
奏
楽
部
《
個
人
》
（
吹
奏
楽
）
新
山

翔
唯
�
／
小
野
寺
康
浩
�

●
久
慈
工
業
高
校
《
団
体
》
土
木
科
三

年
《
個
人
》
大
澤
唯
香
�
（
第
二
十
三

回
全
国
高
校
生
建
築
製
図
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
）

【
善
行
表
彰
】
心
温
ま
る
行
為
や
、
他

の
人
の
規
範
と
な
る
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
た
人
が
対
象
で
す
。

●
野
田
小
学
校
《
団
体
》
児
童
会

●
久
慈
工
業
高
校
《
団
体
》
土
木
科

【
ス
ポ
ー
ツ
健
康
表
彰
】
ス
ポ
ー
ツ
活

動
で
県
・
管
内
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
人
や
、
健
康
づ
く
り
活
動
で
県
・
管

内
で
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
人
が
対
象
で

す
。

●
野
田
中
学
校
《
団
体
》
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
／
柔
道
部
／
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
／
剣
道
部
／
女
子
低
学
年
リ
レ
ー
チ

ー
ム
《
個
人
》
（
柔
道
）
坂
本
良
太
�

／
晴
山
光
�
／
北
田
直
人
�
／
中
村
茜

�
（
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
北
田
晋
平

�
／
野
崎
諒
�
（
剣
道
）
坂
元
大
輔
�

／
小
野
亜
紀
子
�
（
陸
上
）
橋
本
了
�

／
野
�
み
さ
恵
�

●
久
慈
工
業
高
校
《
団
体
》
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
／
陸
上
競
技
部
／
男

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
《
個
人
》
（
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
柾
谷
信
行
�
／

畑
中
真
彦
�
／
澤
山
孝
昭
�
／
加
美
誠

�
／
大
久
保
慎
�
／
小
向
竜
実
�
（
陸

上
）
大
下
孝
司
�
／
菅
原
辰
明
�
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）
石
宇
直
樹
�
／
玉
沢
和

也
�

●
久
慈
高
校
《
個
人
》
（
柔
道
）
伊
東

研
吾
�
／
五
林
政
幸
�
／
野
�
光
�
／

米
田
美
代
子
�
／
小
田
あ
ゆ
こ
�

●
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
《
団
体
》
ル
ー

キ
ー
ズ
／
（
直
心
館
）
中
学
生
男
子

チ
ー
ム
／
小
学
生
女
子
チ
ー
ム
／
（
剣

友
会
）
中
学
生
女
子
チ
ー
ム
／
小
学
生

チ
ー
ム
《
個
人
》
（
直
心
館
）
佐
々
木

孝
啓
�
／
森
貝
妃
呂
未
�
／
間
明
渉
�

／
煤
賀
理
恵
�
（
剣
友
会
）
宇
部
友
梨

（
中
�
）
／
中
村
惇
哉
�

◇
村
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

●
春
季
《
団
体
》
北
区
婦
人
会
《
個

人
》
小
野
寺
美
智
子

●
秋
季
《
団
体
》
下
明
内
部
落
会
・
上

班
《
個
人
》
小
野
寺
キ
チ

せ
ん

ひ
ろ

の
ぶ

た
だ
し

じ
ゅ
ん

き

と
も

き

み

づ
き

み

の
り

と

き

し
ょ
う

い

ゆ
い

か

り
ょ
う

じ
ゅ
ん

や

し
ょ
う

ひ

ろ

み

た
か

よ
し

た
つ

み

か

み

い
し

う
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第
六
回
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

二
月
一
日
（
火
）
か
ら
二
十
五
日
（
金
）

ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日
に
村
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
混
合
の
九
人
制
特
別
ル
ー
ル
で

争
わ
れ
、
村
内
八
地
区
か
ら　

チ
ー
ム

１２

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
高
橋
光
邦
教
育
長
が
、

「
こ
の
大
会
を
通
じ
て
地
域
の
連
帯
と

活
性
化
を
図
り
、
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
優
勝
し
た
城
内
上
チ
ー
ム

の
佐
藤
晴
彦
選
手
が
選
手
宣
誓
を
し
、

一
カ
月
に
わ
た
る
熱
戦
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

でっけぇみみっこ餅にガブリでっけぇみみっこ餅にガブリ

　

予
選
は
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
位
３
チ
ー
ム
ず
つ
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
み
順
位
を
争
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
四
度
目
の
優
勝
を
狙
う

城
内
上
Ａ
チ
ー
ム
と
、
二
度
目
の
優
勝

を
狙
う
城
内
中
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
ま
し

た
。
強
豪
同
士
の
対
戦
に
他
の
チ
ー
ム

の
選
手
た
ち
も
大
き
な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

激
戦
を
制
し
た
の
は
、
城
内
上
Ａ
チ

ー
ム
で
、
熊
上
俊
児
さ
ん
は
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
と
女
性
の
活
躍
が
勝
因
。

次
回
も
も
ち
ろ
ん
優
勝
し
ま
す
」
と
目

標
も
新
た
に
、
仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地　区　名順　位
城 内 上 Ａ優　勝
城 内 中準優勝
元 祖 明 内 横 合３
泉　 沢　 中　 平４
城 内 下５
本 家 明 内 横 合６
米 田 ・ 南 浜 Ｂ７
玉 川８
米 田 ・ 南 浜 Ａ９
新 山 Ｂ１０
新 山 Ａ１１
城 内 上 Ｂ１２

作って食べて大満足!作って食べて大満足!

　

野
田
キ
ッ

ズ
セ
ン
タ
ー

の
「
み
み
っ

こ
も
ち
を
つ

く
ろ
う
」
が

三
日
（
木
）
、

村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ

れ
、
小
学
生

二
十
一
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
最

後
の
活
動
と

な
っ
た
今
回

は
、
毎
回
好

評
の
料
理
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
村
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
中
野
と
も
会

長
、
会
員
二
十
六
人
）
か
ら
五
人
を
講

師
に
招
き
、
村
の
郷
土
料
理
み
み
っ
こ

も
ち
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
一
人
ず
つ
ボ
ウ
ル
に
粉
と
お

湯
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
、
生
地
を
作
り
、

子
ど
も
た
ち
は
「
粘
土
み
た
い
」
と
楽

し
み
な
が
ら
こ
ね
て
い
ま
し
た
。

　

生
地
を
伸
ば
し
て
、
ク
ル
ミ
と
味
噌

を
包
む
と
き
に
は
、
耳
の
形
に
な
ら
ず

に
苦
戦
す
る
人
も
い
て
、
友
だ
ち
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
助
け
合
う
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

茹
で
上
が
っ
た
み
み
っ
こ
も
ち
は
、

子
ど
も
の
顔
く
ら
い
あ
る
大
き
い
も
の

や
、
ク
ル
ミ
だ
け
を
包
ん
だ
小
さ
な
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
回
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
に
来
て
い
る

と
い
う
�
田
は
る
な
さ
ん
（
野
田
小
一

年
）
は
、
「
お
い
し
か
っ
た
。
ま
た
何

か
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
み
ん
な
で

作
っ
た
み
み
っ
こ
も
ち
に
満
足
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
来
年
度
も
四
月
か
ら

開
き
ま
す
。
新
入
生
の
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

�
主
な
活
動
日

　

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

�
主
な
活
動
場
所

　

村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

《
連
絡
先
》
村
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
７
８
�
２
９
３
６

城
内
上
Ａ
チ
ー
ム
熱
戦
制
す 

城
内
上
Ａ
チ
ー
ム
熱
戦
制
す 

城
内
上
Ａ
チ
ー
ム
熱
戦
制
す 

第
６
回
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

各チーム女性が本領発揮　　各チーム女性が本領発揮
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　２月に北海道の雪まつりに行ってきました。九

州にいたころ「行きたい！」と思っていましたが、

あまりに遠くて断念せざるを得ませんでした。私

はようやく、友人や家族に世界的にも有名な冬の

フェスティバルのことを話すことができます。

　雪の彫刻はとても大きく、細部に渡りていねい

に作られていました。たくさんの時間と手間がか

けられているに違いありません。中でも、私は

「名古屋城」が気に入りました。とても大きくて、

本物が運ばれてきたかのような迫力がありました。

　その日は雪も降らず、太陽が光り輝き、いくつ

かの氷像が溶けかかっていました。芸術家たちが

チェンソーや専用の機器を使って修正し、段々と

形が変わるところを見られたのは貴重な体験でし

た。

　サッポロビール工場にも行きました。製造過程

や工場の歴史について説明を受けたり、試飲をし

たりしました。作りたてのビールはとても美味し

かったです。

　夜には友人たちとキリン・ビールガーデンで

バーベキューを楽しみました。ここは札幌で一番

のオススメです！

　２月中にまた北海道に行き、世界で一番美しい

函館の夜景を満喫してきました。次の機会には、

夏の北海道を体験したいです。

 

家を一軒建てるより大変 !家を一軒建てるより大変 !

認識を新たに礼法学ぶ 認識を新たに礼法学ぶ 認識を新たに礼法学ぶ 認識を新たに礼法学ぶ 

　今年度最後の活動となるいきいきライフの「大人
のマナー教室」が、２月２３日（水）、村総合センター
で１１人が参加して行われました。
　訪問と応接の実践では、ふすまの開け閉めや座布
団の座り方、ふた付きのお茶のいただき方など、和
室での作法をお茶とお菓子に舌鼓を打ちながら学び
ました。
　友人と一緒に参加した大沢美智子さん（門前小
路）は「礼法は感謝・尊敬の心から入るということ
を知り、もっと時間をかけて学びたいと思った。楽
しかったです」と礼法の奥深さに触れて満足してい
ました。

最近見直されている風呂敷。受講者は興味津々最近見直されている風呂敷。受講者は興味津々

MVPに野田中野Gさん MVPに野田中野Gさん MVPに野田中野Gさん MVPに野田中野Gさん 

　第９回野田村長杯中学校バレーボール大会が６日
（日）、村体育館で開かれ、久慈管内から１０校が参
加しました。
　第１３回県春季バレーボール大会の久慈地区予選会
も兼ねたこの大会は、各校にとって冬場の練習の成
果を発揮し、来年度へ向けて弾みをつけるための大
切な試合です。
　野田中学校は、第１、２戦をストレートで勝ち進
み、準決勝で優勝候補の宿戸中と対戦しました。惜
しくも敗れてしまいましたが３位入賞を果たし、
エースの野�みさ恵さん（２年）が最優秀選手に輝
きました。

気合い十分 ! これからも応援よろしくお願いします気合い十分 ! これからも応援よろしくお願いします !!



農業委員会だより 農業委員会だより 農業委員会だより 農業委員会だより 

農業者年金に加入しましょう 農業者年金に加入しましょう 

　さまざまな考えがあるでしょうが、やはり一番頼れるのは公的年金ではないでしょうか。

　この年金は、農業者が要望してできた年金です。後輩たちが守り育て繋いでいきましょう。将来、

国民年金とともに受給して老後を実り豊かなものにしませんか。

《５大メリット》

○１ 　国からの保険料助成あり（要件該当者のみ）

○２ 　積み立て方式による安定した制度である

○３ 　保険料金を２～６．７万円内で自由に選べる

○４ 　受給前に死亡しても８０歳まで受け取れる予定であっ

　　た年金額が一時金として支払われる

○５ 　納付した保険料の全額が社会保険料控除となり、節

　　税することができる

　　内容など詳しく知りたい方は、いわてくじ農協又は

　村農業委員会へお問い合わせ下さい。

農業に従事されていて下記の4項目に 

　　　該当する人は誰でも加入できます 

農業に従事されていて下記の4項目に 

　　　該当する人は誰でも加入できます 

８



〇
後
継
者
に
農
地
等
を
貸
し
て
経
営
移

譲
し
た
受
給
者
が
、
そ
の
農
地
等
の
一

部
や
全
部
の
返
還
を
受
け
た
時

　

具
体
的
に
は
そ
の
農
地
等
の
全
部
や

一
部
を

○１
 
　

後
継
者
が
農
業
を
や
め
る
等
で
合

　
　

意
解
約
し
た
場
合

○２
 
　

農
地
等
を
売
っ
た
り
貸
し
た
り
し

　
　

た
場
合

○３
 
　

農
地
等
を
宅
地
や
山
林
等
に
転
用

　
　

し
た
場
合

○４
 
　

農
地
等
を
後
継
者
か
ら
他
の
人
に

　
　

転
貸
等
し
た
場
合

○５
 
　

自
留
地
が　

ａ
以
上
に
な
っ
た
場

10

　
　

合

　

に
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

〇
年
金
受
給
者
名
義
で
農
地
等
を
取
得

し
、
農
業
経
営
を
再
開
し
た
と
き
、
ま

た
は
、
概
ね
次
の
事
項
に
該
当
し
た
と

き
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

　　

直
ち
に
停
止
に
な
る
場
合　

○１
 
　

自
分
名
義
で
農
地
等
を
買
っ
た
と

　
　

き

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
特
例
と
し
て
、

年
金
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
せ
ん
。

○１
 

農
地
な
ど
の
買
い
替
え
、
借
り
換
え

　

を
す
る
場
合

○２
 

後
継
者
以
外
の
直
系
卑
属
の
住
宅
用

　

地
に
転
用
す
る
場
合

○３
 

農
業
用
の
施
設
に
転
用
す
る
場
合

○４
 

一
定
の
公
共
事
業
用
地
な
ど
に
処
分

　

す
る
場
合

経
営
移
譲
年
金
の
支
給
停
止
に
ご
注
意
を
!

経
営
移
譲
年
金
の
支
給
停
止
に
ご
注
意
を
!

経
営
移
譲
年
金
の
支
給
停
止
に
ご
注
意
を
!

　

農
地
な
ど
を
後
継
者
に
貸
し
て
経
営

を
移
譲
し
、
十
年
以
上
の
契
約
期
間
が

満
了
し
た
と
き
は
、
農
地
な
ど
が
自
動

的
に
返
還
さ
れ
る
た
め
、
年
金
が
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
停
止
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
必

ず
次
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

○１
 

期
間
が
満
了
す
る
前
に
期
間
延
長
の

　

契
約
変
更
を
す
る
（
農
地
法
の
許
可

　

は
い
り
ま
せ
ん
。
延
長
後
で
も
農
地

　

の
返
還
を
受
け
る
と
支
給
停
止
に
な

　

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

○２
 

期
間
が
満
了
し
た
ら
、
直
ち
に
再
設

　

定
を
す
る
（
農
地
法
の
許
可
が
必
要

　

で
す
。
再
設
定
後
は
農
地
の
返
還
を

　

受
け
て
も
、
農
業
を
再
開
し
な
け
れ

　

ば
支
給
停
止
に
な
り
ま
せ
ん
。
再
設

　

定
ま
で
の
期
間
は
支
給
停
止
と
な
り

　

ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

い
わ
て
く
じ
農
協
野
田
支
店
７
８
‐

２
１
５
１
、
村
農
業
委
員
会
事
務
局
７

８
‐
２
９
３
４

○２
 
　

自
分
名
義
で
農
地
等
を
借
り
た
と

　
　

き

　　

速
や
か
な
再
処
分
が
必
要
な
場
合　

○１
 
　

よ
そ
か
ら
農
地
等
の
返
還
を
受
け

　
　

た
と
き

○２
 
　

農
地
等
を
相
続
し
た
と
き

　

こ
ん
な
と
き
は
取
得
後
速
や
か
に
再

処
分
す
る
か
、
始
め
か
ら
本
人
以
外
で

名
義
で
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　支給がとまることです。停止事項に該

当した翌月からなので、経営移譲した当

時に戻って年金を返還するということは

ありません。

　また、支給停止になるのは、経営移譲

年金のみです。

９

支給停止って何 ?

年金で実りある人生を年金で実りある人生を

農業委員会だより 農業委員会だより 農業委員会だより 農業委員会だより 
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久
慈
工
業
高
校
（
久
慈
和
男
校
長
）

で
は
、
三
月
一
日
（
火
）
に
卒
業
証
書

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
百
十
四
人
が
証

書
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

久
慈
校
長
は
「
人
は
練
磨
に
よ
っ
て

人
と
な
る
。
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
信

念
を
持
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。
小
田
村
長
は
「
高
校
で
身
に
つ
け

た
高
い
技
術
と
強
い
意
志
で
、
失
敗
を

恐
れ
ず
に
道
を
進
ん
で
欲
し
い
」
と
巣

立
ち
行
く
生
徒
ら
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

同
校
は
土
木
施
行
の
技
術
者
試
験
に

お
い
て
三
年
連
続
で
全
員
が
合
格
す
る

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
ほ
か
、
県

高
校
総
体
で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

部
が
二
十
年
ぶ
り
十
三
度
目
の
優
勝
に

輝
く
な
ど
数
々
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

おすまししてハイチーズ !おすまししてハイチーズ !

　

小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
三
月
三
日

（
木
）
、
米
田
保
育
所
で
は
、
ひ
な
祭

り
会
が
開
か
れ
園
児
ら
は
季
節
の
行
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
好
き
な
子
と
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ

う
！
今
日
は
女
の
子
が
主
役
。
お
内
裏

さ
ま
に
し
た
い
お
友
だ
ち
を
教
え
て

ね
」
先
生
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に
記
念
撮

影
会
を
提
案
し
ま
し
た
。
男
の
子
は
い

つ
指
名
さ
れ
る
か
と
、
ド
キ
ド
キ
そ
わ

そ
わ
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
す
。

　

女
の
子
に
指
名
さ
れ
た
園
児
は
仲
良

く
ひ
な
飾
り
の
前
で
冠
を
付
け
、
扇
子

を
手
に
す
る
な
ど
、
全
員
が
無
事
に
撮

影
を
終
え
ま
し
た
。

　

青
春
の
一
幕
を
記
録
し
た
園
児
ら
は
、

父
母
会
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
腕
に
よ
り

を
か
け
て
こ
し
ら
え
た
、
お
寿
司
な
ど

を
食
べ
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
会

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

村
の
児
童
ら
に
水
産
物
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
久
慈
地
方
振
興
局
（
小
原
公

平
局
長
）
や
、
村
が
主
催
し
た
わ
か
め

学
校
給
食
会
が
二
月
二
十
四
日
（
木
）
、

野
田
小
学
校
（
菊
池
誠
校
長
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

同
校
二
学
年
の
五
十
一
人
は
、
村
の

特
産
物
で
も
あ
る
ワ
カ
メ
の
生
態
や
食

べ
方
な
ど
に
つ
い
て
、
生
産
者
の
中
村

利
江
さ
ん
（
下
安
家
）
や
、
地
産
地
消

を
す
す
め
る
県
職
員
ら
か
ら
詳
し
く
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
が
褐
色
の
ワ
カ
メ
に
熱
湯

を
か
け
、
き
れ
い
な
緑
色
に
変
色
す
る

様
子
を
披
露
す
る
と
、
児
童
ら
は
大
き

な
拍
手
で
こ
た
え
、
身
近
な
素
材
の
不

思
議
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

待
望
の
給
食
会
で
は
、
地
元
産
の
ワ

カ
メ
を
使
っ
た
海
の
幸
ス
ー
プ
な
ど
の

料
理
を
児
童
と
関
係
者
ら
が
囲
み
、
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

玉
川
雄
介
く
ん
（
根
井
）
は
「
海
の

香
り
が
し
て
お
い
し
い
。
お
家
で
も
た

く
さ
ん
食
べ
た
い
」
と
、
口
い
っ
ぱ
い

に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
中
村
さ
ん
は
「
ワ
カ

メ
に
つ
い
て
関
心
を
得
ら
れ
た
。
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
反
応
が
う
れ
し
か
っ

た
。
村
の
ワ
カ
メ
は
日
本
一
の
高
い
品

質
で
あ
る
自
信
が
あ
る
。
販
路
の
拡
大

が
課
題
で
す
」
と
、
高
い
評
価
を
受
け

自
ら
の
目
標
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

おー緑に変色 !おー緑に変色 !

ほっぺも落ちるおいしさですほっぺも落ちるおいしさです

自信と誇りを胸に卒業自信と誇りを胸に卒業
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保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
く
て
も
子

ど
も
同
士
が
交
流
し
た
り
、
お
母
さ
ん

な
ど
保
護
者
の
情
報
交
換
も
で
き
る
と
、

野
田
村
保
育
所
（
長
峯
幸
恵
所
長
）
で

行
わ
れ
て
い
る
施
設
開
放
事
業
「
な
か

よ
し
広
場
」
が
好
評
で
、
前
年
を
上
回

る
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
村
の
委
託
を
受
け
社

会
福
祉
法
人
野
田
村
保
育
会
（
小
野
茂

雄
理
事
長
）
が
運
営
す
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
つ
で
、
就
学
前
の

子
ど
も
と
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
毎
週

水
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

三
月
九
日
（
水
）
、
同
保
育
所
の
子

育
て
支
援
室
に
は
、
未
就
学
児
の
ほ
か

乳
児
や
妊
婦
な
ど
約
四
十
人
が
集
ま
り
、

木
製
の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
先
生
の
紙

し
ば
い
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
床
暖
房

広い部屋で思いっきり遊ぼう広い部屋で思いっきり遊ぼう

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
村
保
健
福
祉
課

�
７
８
�
２
９
２
７
、
野
田
村
保
育
会

事
務
局
・
野
田
村
保
育
所
�
７
８
�
２

１
６
２
、
の
ん
ち
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
八
幡
麗

伊
子
会
長
�
７
８
�
２
１
６
２

○
な
か
よ
し
広
場
（
毎
週
水
曜
日
九
時

三
十
分
〜
十
一
時
）　

　

保
育
所
の
施
設
を
開
放
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
な
ど
の
交
流
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
次
年
度
は
利
用
者
の
増
加
に

伴
っ
て
開
催
数
も
増
や
す
見
込
み
で
す

○
育
児
相
談
（
平
日
九
時
〜
十
六
時
）

　

子
育
て
の
悩
み
、
質
問
な
ど
を
受
け

付
け
不
安
を
解
消
し
ま
す

○
育
児
講
座
（
年
六
回
程
度
）

　

保
護
者
の
ス
ト
レ
ス
解
消
事
業
、
育

児
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
な
ど

と
和
や
か
な
雰
囲
気
で
暖
ま
っ
た

柔
ら
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

室
内
に
は
、
親
子
が
並
ん
で
使

う
こ
と
が
で
き
る
Ｕ
字
型
の
低
い

テ
ー
ブ
ル
、
乳
幼
児
も
安
心
し
て

遊
べ
る
抗
菌
マ
ッ
ト
や
、
木
製
の

遊
具
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
整

備
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
態
勢
は

万
全
。
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
欲
し

い
で
す
」
と
増
加
す
る
利
用
者
に

う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
る
長
峯
所

長
は
、
魅
力
あ
る
事
業
の
展
開
に

確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

利
用
者
の
煤
賀
幸
代
さ
ん
（
北

区
）
は
「
大
変
良
い
事
業
な
の
で

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
。
村
外
か

ら
嫁
い
だ
人
同
士
が
交
流
し
情
報

　日ごろの悩みや、子どもの成長な
ど気軽に話したり、楽しいピクニッ
クや趣味講座の企画など、一緒に活
動する仲間を募集します。明るい
サークルに参加して孤独な子育てに
さよならしましょう！

　　会員募集します !　　

子育てサークル
「のんちゃんキッズ」

▼積み木や乗りものなど遊具もレ
　ンタルします。お気軽にどうぞ

交
換
も
で
き
る
。
参
加
し
や
す
い
雰
囲

気
と
整
備
さ
れ
た
備
品
も
魅
力
」
と
毎

週
か
か
さ
ず
利
用
す
る
大
き
な
理
由
を

挙
げ
ま
し
た
。

　

山
田 
陽
翔 
く
ん
（
北
区
）
は
「
今
日

ひ
ろ
と

は
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ミ
イ
を
借
り
る
。
お
家

で
も
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
ん
だ
」
と
、

お
好
み
の
本
を
楽
し
そ
う
に
選
ん
で
い

ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
児
童
書
や
紙
し
ば
い
、

遊
具
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
て
、
誰

で
も
気
軽
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
育
児
相
談
で
の
子
育
て

不
安
の
解
消
や
、
育
児
に
関
す
る
情
報

の
提
供
な
ど
、
同
法
人
は
子
ど
も
を
育

て
る
皆
さ
ん
を
力
強
く
支
援
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

子
育
て
を
応
援
す
る

主
な
事
業
の
内
容

�楽しい絵本や紙しばいが
たくさんがあるよ !
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世
紀
初
イ
ラ
ク
選
挙
に
生
ま
れ
し
子

　
　
　

「
セ
ン
キ
ョ
チ
ャ
ン
」
に
思
わ
ず
拍
手　
　
　

岩
岡　

野
雲

日
本
の
名
だ
た
る
河
川
知
ら
ざ
る
も

　
　
　

山
古
志
村
の
「
芋
川
」
忘
れ
じ　
　
　
　
　
　
　
　

〃

誰
も
い
ぬ
冬
の
渚
に
た
た
ず
め
ば

　
　
　

野
良
犬
わ
れ
に
ま
と
い
て
和
め
り　
　
　
　
　

藤
村　

夢
路

川
岸
に
咲
く
ね
こ
柳
早
春
の

　
　
　

陽
に
ふ
っ
く
ら
と
宝
石
の
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　

〃

独
り
居
の
電
話
鳴
り
い
て
あ
わ
て
取
る

　
　
　

古
里
な
つ
か
し
友
の
声
な
り　
　
　
　
　
　
　

戸
沢
ト
シ
エ

雪
の
朝
水
戸
黄
門
の
歌
う
た
い　

　
　
　

い
ざ
養
豚
の
一
日
は
じ
め
ん　
　
　
　
　
　
　

中
原　
　

潤

ま
た
一
人
春
待
た
ず
し
て
友
は
逝
く

　
　
　

別
れ
告
ぐ
日
の
風
柔
ら
ぎ
て　
　
　
　
　
　
　

古
山　

静
香

弥
生
月
開
花
に
早
し
北
国
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤　

宝
花

早
春
の
瀬
音
に
老
い
の
夢
お
ど
り　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

高
陽

雪
空
や
弥
生
は
名
の
み
春
遠
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　
　

満

深
刻
な
顔
な
ん
税
の
申
告
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

角
持
た
ぬ
春
の
渚
の
流
木
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

立
春
の
茶
柱
が
立
つ
十
時
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

青
い
空
融
雪
と
ば
し
ダ
ン
プ
過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

中
原　
　

潤

続
い
て
は
私
も
飛
び
越
ゆ
雪 
解 
道　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　

静
香

げ

ア
マ
リ
リ
ス
ふ
く
ら
む
蕾
に
春
誘
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

立
春
を
終
え
て
も
温
度
知
ら
ん
降
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子
の 
描 
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面
白
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形　
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か

花
粉
症
わ
が
常
備
薬
ワ
ン
カ
ッ
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岩
山　

高
陽

年
度
末
新
年
度
へ
の
前
夜
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

愛
犬
の
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
時
忘
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

（
三
月
投
稿
作
品
）

〜
テ
ー
マ
「
弥
生
」
〜

の
上
に
パ
ッ
と
放
す
と
、
磯
の
匂
い

が
ほ
の
か
に
香
り
、
私
た
ち
の
食
卓

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

健
康
食
品
と
し
て
も
、
最
高
の
海
藻

類
で
す
。

　

今
年
の
フ
ノ
リ
は
、
例
年
並
の
金

額
（
1
k
g
二
、
〇
〇
〇
円
）
で
取

り
引
き
さ
れ
、
夏
の
昆
布
採
取
で
生

活
し
て
い
る
漁
業
者
に
と
っ
て
は
貴

重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
い
つ
も
よ
り
二

週
間
ほ
ど
早
め
て
採
取
し
た
こ
と
や
、

潮
の
満
干
の
影
響
な
ど
か
ら
、
数
量

的
に
は
例
年
よ
り
少
な
い
状
況
で
し

た
。

　

フ
ノ
リ
採
り
は
六
月
頃
ま
で
行
わ

れ
、
漁
業
者
は
こ
れ
か
ら
の
収
穫
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

冬
の
風
物
詩

フ
ノ
リ
採
り
始
ま
る

冬の厳しい環境の中、フノリ採りをする漁業者冬の厳しい環境の中、フノリ採りをする漁業者

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
一

月
中
旬
、
町
内
の
平
宇
・
冬
島
地
区

で
は
、
フ
ノ
リ
採
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
冬
の
寒
い
風
と
冷
た
い
海

の
厳
し
い
環
境
の
中
、
漁
業
者
は
腰

ま
で
海
に
浸
か
り
な
が
ら
、
岩
場
に

黒
々
と
生
え
た
フ
ノ
リ
を
む
し
り

採
っ
て
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

作
業
は
、
月
二
回
の
大
潮
時
に
行

わ
れ
、
一
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で

籠
い
っ
ぱ
い
に
フ
ノ
リ
を
詰
め
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
こ
の
地
区
で
採
れ
た
フ
ノ

リ
は
、
太
平
洋
の
荒
波
に
も
ま
れ
て
、

身
が
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
と
て

も
お
い
し
い
と
の
評
判
を
受
け
て
い

ま
す
。
食
べ
方
と
し
て
は
、
み
そ
汁
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　村民一人ひとりが安心して暮らせるよう、村ではいろいろな
業務・事業を行っています。
　それらを担う村職員の給与などは条例や規則に基づいて支給
されています。
　ここでは、村職員の給与の主な内容についてお知らせします。

村村村村村村村村村村村村村村村村職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの村職員の給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与のののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表表表表表表表給与の公表

計１２月期６月期区分

　３．０月分１．６月分１．４０月分期末

　１．４月分０．７月分　０．７月分勤勉

◎一般行政職の期末・勤勉手当の割合（平成１６年度）

２０年以上２５年未満１５年以上２０年未満１０年以上１５年未満区　　分

３６０,６００円－２７４,０００円大学卒一般の
行政職 ３４９,７００円２７８,３００円２３０,１００円高校卒

◎経験年数別・学歴別の平均給料月額（平成１６年４月１日現在）

期末手当月　額区　　分

左の
３.３月分
（年間）

（　）は平
成１６年度
中の月額
　

（７００,０００）
７１５,０００円

村　長
給　
　

料

（５７５,０００）
５８５,０００円

助　役

（５５０,０００）
５６０,０００円

収入役

（２６８,０００）
２７２,０００円

議　長
報　
　

酬

（２１０,０００）
２１２,０００円

副議長

（１９０,０００）
１９１,０００円

議　員

増減
（人）

職員数（人）区　分

１５年度１６年度部　　門

－１１議　　会

１１５１６総　　務

－４４税　　務

－５５民　　生

－３３衛　　生

△１１０９農　　林

－１１商　　工

－２２土　　木

△３１１８教　　育

－３３水　　道

－３３下　水　道

－３３そ　の　他

△３６１５８計

構成費職員数代表的な職区分

　　　０%０人主事補・技師補１級

　４．０%２人主事・技師２級

２２．０%１１人〃３級

１４．０%７人主　　　査４級

４０．０%２０人主任主査５級

　８．０%４人課長・主幹６級

１２．０%６人課　　　長７級

　１００%５０人合　　　　計

◎一般行政職の級別構成（平成１６年４月１日） ◎村職員の数（各年度４月１日現在） ◎特別職の給与など（平成１６年度）

高　校　卒大　学　卒

初任給初任給

１３８，８００円１６０，２００円

◎一般行政職の初任給（平成１６年４月１日現在）

少年の健全育成を
　少年たちの心にすきを作り、誘惑の元に
もなる飲酒や喫煙、無断外泊・家出などを
なくしましょう。
　携帯電話の出会い系サイトなどは犯罪や
援助交際への誘いが多く危険です、気をつ
けましょう。
 【問い合わせ先】

久慈警察署野田駐在所　�７８－２１６１

国保まめ知識
こんなとき国保の届け出が必要です
　次のような場合は、１４日以内に役場への届け出が
必要です。届け出が遅れると、さかのぼって保険税
がかかったり、医療費を返還しなければいけない場
合もありますので注意しましょう。

【問い合わせ先】役場住民生活課　�７８－２９２８

国保の保険証のほか
手続きに必要なもの

こんなとき

転出証明書他の市町村から転入

健康保険の資格喪失証明書社会保険などを脱退

新しく交付された保険証社会保険などに加入

在学証明書
学生が就学のため他の市町村
に住むとき

国保の保険証のみ
他の市町村へ転出

出稼ぎなどで保険証が必要

自衛官を募集します
　自衛隊岩手地方連絡部では、自衛官を随時募集し

ています。詳しくは下記へお問い合わせください。

【問い合わせ先】〒０２８－６１０３二戸市石切所字朽枋ノ

木２６-４自衛隊二戸募集事務所�０１９５－２３－２５２９
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　県北青少年の家スケート場を無

料で開放します。

　お友達やご家族など多数お誘い

合わせのうえお楽しみください。

【開放日】３月２７日（日）

　　　　　１０：００～１７：００

【場所・問い合わせ先】県立岩手

青少年の家�０１９５－２３－９５１１

３／２７スケート場を無料開放

【締め切り】

　平成１７年４月１日（金）（当日消印有効）

　広報や村に対する質問、身近な話題

などお寄せください。いろんな情報、

ちょっと一言、情報交換も大歓迎 !

〔広報クイズ当選者〕

　正解は１「竹製の竹刀」でした。当選

した皆さんおめでとうございます！た

くさんのご応募ありがとうございま

す。 

・野　場　沙耶加さん　（上　新　山）

・明　内　美　咲さん　（北　　区）

・大　道　海　侑さん　（横　　町）

【応募方法】

　はがきにクイズの答えと住所・地区

名、氏名、年齢を明記してお送りくだ

さい。正解者の中から抽選で３名にえ

ぼし荘の「家族入浴券」をプレゼント

します。応募は一人１通。当選者発表

とイラスト、声の欄の氏名掲載はなる

べく本名とします。

広報クイズ 広報クイズ 

　次の問題の正しい答えをはがきに書

いてお送りください。

　野田小でワカメの給食会が開かれ

ました。このワカメの仲間である

「コンブの根元」にある、ヒダ状の

おいしい食べ物といえば、次のうち

どれでしょうか？

１．セレブ

２．メカブ

３．デンブ

　時間は９時から１６時。１カ月前

から２週間前までに電話などで受

け付け。

【問い合わせ先】岩手県立久慈職

業能力開発センター�５３－６２６１

職業能力開発コース

皆で遊ぶと楽しいね皆で遊ぶと楽しいね 日向保育所で作品展日向保育所で作品展

・イラスト

・聞きたいこと

・耳寄りな話

　　　　　　など

　何でもOK!

野
田
村
大
字
野
田

　
　
　
　
　
　

‐　
20

14

広
報
の
だ　
行

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢

０２８－８２０１

２０代に若年者納付猶予制度
  これまでの免除制度では本人、配偶者、世帯主の所得を審査の対象
としていたため、所得が一定額以上の親などの世帯主と同居している
場合は免除とならない若年者が多くいました。
　そこで、平成１７年４月から２０代を対象とした「若年者納付猶予制
度」が導入されることになりました。この制度は本来２年で納めるこ
とができなくなる保険料の納付を猶予し、１０年以内であればさかの
ぼって納付できるという制度です。ただし２年経過後は保険料に一定
の加算がかかります。
　承認された猶予期間は年金を受けるために必要な２５年の加入期間に
含みますが、年金の額には加算されません。障害や死亡などの不慮の
事態が起きた場合は障害年金、遺族年金などの対象となります。
　納付猶予を希望する人は年金手帳、印鑑をご持参のうえ役場住民生
活課でお申し出ください。
＜若年者納付猶予の該当となる年収の目安＞

　＊本人のほか、配偶者も基準に該当していることが必要です
《問い合わせ先》
　☆岩手社会保険事務局二戸事務所　�０１９５－２３－４１１１
　☆役場住民生活課国保年金班　　　�７８－２９２８

平成１７年度の基準世帯の人数

２５８万円４人世帯（夫婦・子２人）

１５７万円２人世帯（夫婦のみ）

１２２万円１人

　日形井部落会では、平成１６年

度自治宝くじ助成金　２５０万円を

受け、テント１張、折りたたみイ

ス３０脚、テーブル１６台、放送機器

一式などを購入しました。

　同部落会では、地域の伝統や

文化を守り伝えるほか、恒例の

アジアの広場まつりなどで、今

まで以上に充実した活動の展開

と地域の活性化が期待できます。

自治宝くじの助成金で整備
日形井部落会が放送器機など

コース月　日

新入社員研修４月１４日・１５日

宝くじは広く
社会に役立て
られています



　

三
月
は
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の
う
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で
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友
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戸籍 の 口窓

人のうごき〈2月末現在〉 

２月受け付け分（敬称略）

■ごめい福を祈ります

　大　崎　ア　キ（８７歳）　　港

　内野沢　ア　キ（９９歳）日　形　井

　大　平　健　一（７１歳）下　泉　沢

　新　山　テルヱ（６７歳）旭　　町

　小　田　利　雄（６７歳）北　　区

　熊　谷　サ　ノ（７９歳）上　泉　沢

　掲載を遠慮される方は、届け出の

ときに戸籍係に話してください。

　届け出の期間は、出生届が生まれ

た日を含めて１４日以内、死亡届は７

日以内です。

　　　男　　２,５９３人（－３）

　　　女　　２,６７４人（－１）

　　　計　　５,２６７人（－４）

　　世帯数　１,６５５戸（－２）

●村内の交通事故　　　人身事故０件

　　　　　　　　　　　物損事故８件

●救急車出動件数　　　　　　　１２件

（うち村外２件）

●飲酒運転検挙者数　　　　　　１人

（大字野田・男性、平成１６年１０月から

の累計４人）

　生え方が気になる、入れ歯が合

わない、口臭が気になるなど、歯

やお口の悩みについて何でも受け

付けます。相談料は無料。

【実施日】４月１８日（月）

【時　間】１０：００～２０：００

【問い合わせ先】県保険医協会歯

科部会�０１９－６５１－７３４１

ヨイ歯デーテレホン相談

　人事院では、国税専門官の採用

試験を行います。

　対象は大学卒業者（見込み含

む）です。

【受け付け期間】４月１日～１５日

【試験日】６月１２日（日）

【資料請求・問い合わせ先】仙台国

税局人事第二課�０２２－２６３－１１１１

国家公務員の採用試験

　農業に関心を持つ人を対象に、
農業の知識や農作物の栽培方法
など野菜栽培の基礎を学ぶこと
ができます。
【開講期間】５月７日（土）～
１０月２２日（土）

【開　講　日】入門コースは毎週
土曜日、実践コース毎週水・土
曜日
【募集期限】４月１３日（水）
【問い合わせ先】県立農業大学
校担い手研修科�０１９７－４３－２１０７

いわて農業入門塾の受講生募集

�タマネギを薄切り、ピーマンは種をとって輪

　切り、ウインナーソーセージは小口切りにし、

　皿にのせてラップをして電子レンジで５分間

　加熱します。

�卵に、塩・コショウをして、よく混ぜておき

　ます。

�フライパンに油をしき、卵を入れレンジで加

　熱した具をのせます。軽く塩・コショウをし、

　ふたをして弱火で蒸し焼きにします。

�ひっくり返して両面を焼きます。最初に焼い

　た方を上にして、とろけるチーズをのせ、ふ

　たをします。チーズが溶けたらでき上がり！

（作り方）　　　　　　　　　　　　　

ピピザザ風風オオムムレレツツ

食生活改善推進員食生活改善推進員
小峠則子さん（上明内）小峠則子さん（上明内）

　《材料　１０個分》　

卵 ４個

タマネギ １個

ピーマン １個

ウインナーソーセージ

 ４本

とろけるチーズ ５０ｇ

塩・コショウ 少々

【添え付け】

ブロッコリー

トマト

エネルギー　　　１９６kcal

たんぱく質　　　１１．８g

カルシウム　　　１４２mg

塩　　　分　　　１．２g

《１個の栄養価　１個あたり》

☆キノコやブロッコリー、ホウレンソウなど冷蔵庫の残り野菜でもおいしくできます。

☆忙しい時の朝ごはんにピッタリの一品です。ケチャップをかけてサンドイッチにし

　てもいいですね。

　　ポイント　　

　希望する人に「広報のだ」で使用
した写真を差し上げます。
　記事写真はＬ版、表紙はＡ４版の
写真とします。希望者は下記問い合
わせ先までご連絡ください。月にお
一人様１枚まで、写真は総務課の窓
口でお渡しします。【問い合わせ先】
役場総務課　�７８－２１１１

広報の写真差し上げます

掲載の記念にいかがですか ?掲載の記念にいかがですか ?
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古紙配合率 100％再生紙を使用しています

植物油、大豆インクを使用しています
広 報 の だ No.３８４

平成１７（２００５）年３月号
１６ 

私
の
愛
し
い
�
サ
ク
ラ
�
と
�
社
長
�

No.
２４８

今回は米田の佐藤朱今回は米田の佐藤朱さんさん
（１９歳（１９歳））をを紹介します。紹介します。

―
お
仕
事
は

　

役
場
土
木
水
産
課
に
臨
時
職

員
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。
毎

日
、
何
か
自
分
の
た
め
に
吸
収

で
き
る
よ
う
に
「
勉
強
精
神
」

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
趣
味
は

　

休
日
は
映
画
を
観
に
行
っ
た

り
、
レ
ン
タ
ル
し
て
鑑
賞
し
た

り
と
、
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

ま
す
。

―
特
技
は

　

着
付
け
、
生
け
花
を
習
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
で
す
ね
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

初
孫
が
メ
ン
コ
す
ぎ
て
、
お

父
ち
ゃ
ん
が
私
を
か
ま
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。

―
大
好
き
な
も
の
は

　

愛
犬
の
�
サ
ク
ラ
�
と
、
愛

猫
（
？
）
の
�
社
長
�
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は

　

と
に
か
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
。

時
々
突
然
行
方
を
く
ら
ま
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
探
し
の

旅
に
…
。

―
今
一
番
欲
し
い
も
の
は

　

助
手
席
に
特
大
サ
イ
ズ
の
ピ

ン
ク
パ
ン
サ
ー
人
形
が
欲
し
い

で
す
ね
！

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

ま
ず
二
男
が
第
一
条
件
！
背

が
高
く
て
、
思
っ
た
こ
と
を
ハ

ッ
キ
リ
言
え
る
人
が
タ
イ
プ
で

す
。

―
村
に
つ
い
て

　

村
内
に
犬
や
猫
が
入
れ
る
お

風
呂
屋
さ
ん
や
、
ペ
ッ
ト
用
の

服
専
門
店
が
あ
る
と
楽
し
そ
う

で
す
ね
。

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　

下
明
内
の
小
野
寺
笑
美
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　　匠   くん
たくみ

平成１６年３月１５日生まれ　吉田幸吉・留美子さん 長男
―お父さん・お母さんから―

わんぱくでもいい ! たくましく育ってくれ !!

○貮
 

て
い
ね
い
な
イ
ラ
ス
ト
あ
り
が
と
う
�

打
座
和
音
さ
ん（
北
区
・
８
歳
）

○貮
 

ヤ
ン
ク
ミ
で
す
ね

明
内
美
星
さ
ん（
北
区
・
５
歳
）

○貮
 

寒
い
冬
は
ホ
ッ
ト
で
�

野
場
沙
也
加
さ
ん（
上
新
山
・
９
歳
）

○貮
 

癒
し
系
イ
ラ
ス
ト
だ
ね

大
道
海
侑
さ
ん（
横
町
・
９
歳
）

○貮
 

ウ
サ
ギ
の
表
情
サ
イ
コ
ー
で
す

澤
里
佳
恵
さ
ん
（
北
区
・　

歳
）

１０

○貮
 

特
性
は
「
も
ら
い
び
」
だ
ね

明
内
美
咲
さ
ん
（
北
区
・
９
歳
）

○貮
 

い
ー
セ
ン
ス
し
て
ま
す
!

臼
井
浩
子
さ
ん（
門
前
小
路
・　

歳
）

１３




